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構築された絆を響鳴させる
　　　　　令和６年度予算可決

定例会
３月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
６
年
定
例
会
３
月
会
議
を
２
月
29
日
に
開
会
し
、
町
長
か
ら
令
和
６
年
度
当
初
予
算
や
令
和
５
年
度
補

正
予
算
、
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
４
会
派
、
一
般
質
問
で
は
５
議
員
が
施
政
方
針
や
町
政
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
当
初
予
算
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
や
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
に

つ
い
て
は
６
〜
7
ペ
ー
ジ
、
委
員
会
で
の
審
議
内
容
は
８
〜
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

お
読
み
く
だ
さ
い
。全世代・全員活躍

まちづくりセンター
整備事業
　全世代・全員活躍の基盤となるまちづくりの観点から、従来の公
民館の社会教育・生涯学習拠点機能を向上させ、地域コミュニティ
形成の場として「全世代・全員活躍まちづくりセンター」を官民連
携の視点を取り入れて整備する。
　令和５年度末に実施した入札において、落札した業者の施工によ
り同センターの建設を実施し、令和７年度開館に向けて施設備品を
調達する。

19億8,635万円
一部国庫補助

Ｑ 公民館で使用していた備品などは再利用できないのか。
また、税の負担はどのように抑えていくのか。

Ａ ソーラーカーポートを既製品にするなど、予算の絞り込み
もおこなっている。椅子や机は残っていないが、今後しっ
かりと選定をしていきたい。
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令和６年度　当初予算
会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

一 般 会 計 100億7,900万円
19億1,000万円

1,200万円
15億8,130万円

1,400万円
3億6,930万円
9億5,147万円
17億3,261万円
166億4,968万円

34.7％
▲0.1％
▲41.1％
▲4.6％
16.7％
18.3％
1.1％
34.6％
22.2％合 計

国民健康保険（事業勘定）
三 郷 山 財 産 区

後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
下 水 道 事 業

保 険 事 業 勘 定
介護サービス事業勘定

介護
保険

予算額 対前年度
増減率（％）

＊万円未満は四捨五入（▲=減額）

消防機械器具等整備事業（高規格救急車購入）
　高度化する救急業務に対応するため、高規格救急車１台を更新配置する。

Ｑ 更新予定の救急車の走行距離は。また、その救急車をオークショ
ンに出す予定は。

Ａ 走行距離は11万㎞以上。また、心電図モニターなどの精密機器の
保守管理サービスが終了、または廃番となっており、今後部品の調
達が困難となることから、安定的運用を目的として、今回更新を図
るべきと考える。費用対効果の高い特殊車両でもないことから、今
回のオークションは考えていない。

4,538万円
一部国庫補助

行政改革推進事業（窓口申請書作成システム導入）
　第７次行政改革大綱に基づくDX推進計画により、マイナンバーカードや
運転免許証などに記録されている情報を複数の申請書などに自動印字することができる申請書等
作成支援システムを試行的に住民票などの窓口に２基導入し、窓口の簡便化・時間短縮を図る。

Ｑ 試行的に導入ということだが、これはどのように解釈すれ
ばよいのか。

Ａ 令和６年度は住民課に２台の導入を考えている。今後利用
が見込めるのであれば、他の窓口にも広げていきたい。

234万円

人口ビジョン・総合戦略推進事業（多子世帯住宅支援事業補助金）
　三世代近居・同居住宅支援補助と多子世帯住宅支援補助をおこなう。

420万円
Ｑ 多子世帯住宅支援補助について、年収の上限が750万円
未満となっているが、これは夫婦の合計額なのか。また、
その根拠や合計額の緩和については。

Ａ 対象は世帯年収が750万円未満で、これは京都府の補助要
件に照らし合わせて決定した。緩和については今後考えて
いきたい。

国庫補助２
1

府補助２
1
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温暖化防止活動事業（環境エコアクションポイント事業）
　幅広い世代が環境について考えるきっかけとしてポイント制度を導入する。

Ｑ エコアクションポイントの内容は。

Ａ 様々なエコ活動に対してポイントを付与し、
各商品に交換可能な仕組みとする。

50万円

公園維持管理事業（防犯カメラ設置）
　公園利用者の安全確保と公園における犯罪の防止を目的として、
自治会の希望を調査し、都市公園に防犯カメラを設置する。

Ｑ 防犯カメラの設置場所や今後の予定は。

Ａ 安全確保と犯罪防止を目的として、自治会の要望を踏まえ、
警察と協議をしながら、必要と思われる都市公園への防犯
カメラ設置を進めていく。

80万円

高齢者生活支援事業（介護人材定着支援事業補助金）
　町内の介護サービス事業所における介護人材の定着を支援するため、
継続して同一法人に就業する介護人材（正規職員）を対象に、継続年数に応じて補助金
を支援する。

Ｑ 今回就業２年目が対象となっているが、今後３年目、４年目と
毎年支給するのか。

Ａ 今回の制度設計では、令和５年度を基準年度として、２年目を
迎えられた方と、５年目を迎えられた方が対象。毎年支給する
わけではない。

60万円

学校施設維持管理事業（中学校体育館空調等整備事業）
　久御山中学校体育館において、空調の設置や太陽光発電設備の整備、
屋根への遮熱塗料の塗布をおこなう。

Ｑ 中学校の空調設備についていろいろな熱源が考えられる中、プロパンガスとなっ
た経緯は。

Ａ 体育館は災害時に避難所となることから、ライフラインを意識している。電気だ
と度々途絶えることがあるが、プロパンガスだとそれも少ない。また、安価であ
ることも理由の1つ。

1億2,884万円
一部国庫補助
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民
間
委
託
の
さ
ら
な
る
拡
充
と
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
、
官
民
連
携
事
業
の
推
進
、

税
金
や
国
保
税
の
滞
納
者
を
京
都
地
方
税
機

構
へ
の
移
行
、
消
防
事
業
や
水
道
事
業
の
府

下
で
の
広
域
化
を
進
め
る
予
算
な
ど
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
あ
る
。

　

各
保
険
料
の
軽
減
の
た
め
の
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
、
の
っ
て
こ
バ
ス
の

復
活
、
小
学
校
体
育
館
空
調
設
備
の
早
期
設

置
を
求
め
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
予
算
に
は
反
対

反
対
巽
　
悦
子 

議
員

　

町
制
施
行
70
周
年
と
な
る
令
和
６
年
度
予

算
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
建
築
費
用

が
本
格
的
に
計
上
さ
れ
、
25
年
ぶ
り
に
１
０

０
億
円
を
超
え
る
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
良
好
な
財
政
状
況
の
中
「
絆
の
響

鳴
」
を
主
軸
に
お
い
た
各
種
負
担
軽
減
施
策

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

さ
ら
な
る
力
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
期

待
し
た
い
。

１
０
０
億
円
を
超
え
る
積
極
的
な
予
算

賛
成
濱
口
　
隆
志 

議
員

◆
芦
田
　
祐
介 

議
員

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
園
内

収
集
の
実
施
が
決
ま
っ
た
が
、

予
算
措
置
が
遅
い
。
子
育
て

支
援
を
軽
視
し
て
い
る
。

◆
岩
田
　
芳
一 
議
員

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
で

安
全
・
安
心
に
、
物
価
高
騰

対
策
で
住
民
の
下
支
え
と
な

る
よ
う
な
予
算
を
期
待
す
る
。

◆
大
宮
　
竹
志 

議
員

人
手
不
足
の
現
状
。
介
護
人

材
定
着
支
援
事
業
が
功
を
奏

し
、
町
内
で
永
く
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
期
待
。

◆
島
　
　
宏
樹 

議
員

各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
引

き
続
き
継
続
さ
れ
、
25
年
ぶ

り
と
な
る
１
０
０
億
円
超
の

大
型
予
算
に
期
待
す
る
。

◆
田
井
　
　
稔 

議
員

大
規
模
地
震
災
害
に
備
え
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
役
割

を
住
民
全
体
で
共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。

◆
中
井
　
孝
紀 

議
員

人
口
減
少
問
題
は
危
機
的
で

あ
り
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
給
食
費
無
償

化
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
。

◆
中
野
　
ま
す
み 

議
員

大
型
開
発
優
先
よ
り
も
地
域

公
共
交
通
の
利
便
性
を
。
町

民
の
声
を
聞
き
、
願
い
実
現

の
町
政
を
。

◆
濱
口
　
隆
志 

議
員

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
み

な
く
る
タ
ウ
ン
な
ど
、
目
に

見
え
て
変
わ
っ
て
い
く
久
御

山
町
の
未
来
に
期
待
す
る
。

◆
樋
口
　
房
次 

議
員

生
活
不
安
を
解
消
す
る
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
と
、
70

周
年
を
契
機
と
し
て
住
民
交

流
の
活
性
化
も
求
め
る
。

◆
松
本
　
義
裕 
議
員

回
復
し
つ
つ
あ
る
『
絆
』
を

響
鳴
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
予

算
執
行
に
、
全
力
で
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
に
期
待
。

◆
巽
　
　
悦
子 

議
員

新
市
街
地
開
発
に
注
ぐ
住
民

の
税
額
を
明
確
に
し
て
い
な

い
。
町
の
計
画
は
住
民
不
在

で
進
め
て
は
な
ら
な
い
。

◆
塚
本
　
五
三
藏 

議
員

団
塊
世
代
の
全
員
が
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉

で
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事

業
の
推
進
を
求
め
る
。

◆
辻
　
　
　
徹 

議
員

水
害
、
地
震
等
の
防
災
や
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
等
の
防
犯
対

策
と
『
絆
の
響
鳴
』
予
算
に

大
い
に
期
待
す
る
。

◆
戸
川
　
和
子 

議
員

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
、

安
心
・
安
全
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
予
算
を
望
む
。

ひ
と
こ
と

言
わ
せ
て

新
年
度
予
算

令和６年度  一般会計予算  討論（要旨）
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ふるさと応援推進事業
　ふるさと納税の寄附金が増加したことによる返礼品や基金への積み立て。

5,740万円
Ｑ ふるさと応援基金の積み立てはこれでいくらになったのか。

Ａ ふるさと応援基金残高は3億3,589万円となった。

都市計画推進事業
　田井市田線交差点改良工事、市田新珠城交差点工事、田井市田線用地測量・建物
調査業務に関わる増額。

3,062万円

Ｑ 国費補助がありながら、なぜ今回3,000万円ほど必要となるのか。

Ａ 用地買収が難航したが、国費を利用するため前倒しで用地測量・建物調査を
したところがあり、その分必要となった。

住民税均等割のみ課税世帯支援給付金給付事業
　物価高騰の負担感が大きい低所得者（住民税均等割のみ課税世帯）への負担軽減
を図る。

3,837万円

Ｑ 支給漏れの予防対策はおこなっているのか。

Ａ 町のホームページや広報紙で周知を図っている。また、一定期間申請がなけ
れば個別に通知し、できるだけ受け取ってもらえるように努める。

くみやまマラソン大会支援事業
くみやまマラソン中止による減額。

▲182万円
Ｑ くみやまマラソンが中止となったが、参加者からの問い合わせはあったのか。

Ａ 申し込み受付に関する問い合わせはあったが、大会が中止となることへの問
い合わせはなかった。

令和5年度 補正予算

全額国庫補助
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戸籍関係証明交付事務
ふりがな対応などにかかる戸籍システム改修による増額。

220万円
Ｑ ふりがな記載後、確認をどのようにおこなうのか。

Ａ 最終的には令和7年度以降となるが、住民の皆さまに通知し、確認していた
だく予定。

・町長等の給与の額の特例に関する条例制定
・職員の育児休業等に関する条例一部改正
・会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例一部改正
・水道事業給水条例一部改正
・水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例一部改正
・消防団員等公務災害補償条例一部改正
・全世代・全員活躍まちづくりセンター建築工事請負契約の締結
・国民健康保険税条例一部改正
・福祉医療費の支給に関する条例一部改正
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正
・介護保険条例一部改正
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等一部改正
・城南衛生管理組合規約の一部変更

条例制定、改正など

令和５年度　補正予算
区　分 補正額 補正後の額

一般会計（第６号） 6億5,181万円
▲407万円

1万円
▲3,986万円

2万円
349万円

▲2,105万円
▲1,583万円
▲810万円

▲2,542万円
▲974万円

▲4,304万円
▲2,996万円
▲5,415万円

89億5,164万円
19億1,626万円

4,588万円
17億2,236万円

1,422万円
3億3,047万円
6億934万円

6億7,333万円
9,048万円

2億2,091万円
8億8,270万円
8億2,645万円
1億8,933万円
3億6,307万円

特別会計

国民健康保険〈事業勘定〉（第５号）
三郷山財産区（第３号）

介護保険（保険事業勘定）（第４号）
介護保険（介護サービス事業勘定）（第４号）

後期高齢者医療（第２号）

企業会計

水道事業
（第５号）

下水道事業
（第４号）

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

＊万円未満四捨五入令和５年度補正予算は、年度末精査が主な内容です。

全額国庫補助

くみやま 議会だより　No.174（7）



Q　
現
在
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
で
協
議
中
の
事
案
で
は

な
い
の
か
。

A　
委
員
会
で
は
準
公
金
の
事
務
執
行

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

Q　
監
督
責
任
に
対
す
る
議
案
だ
が
、

問
題
を
起
こ
し
た
職
員
へ
の
対
処

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
職
員
へ
の
対
応
は
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
の
検
証
の
う
え
、
必
要
で

あ
れ
ば
別
途
、
職
員
分
限
懲
戒
処

分
審
査
等
委
員
会
で
協
議
す
る
こ

と
に
な
る
。

Q　
建
物
に
係
る
環
境
基
準
の
評
価
は
。

A　
省
エ
ネ
で
58
％
。
創
エ
ネ
で
30
％

の
合
計
で
75
％
を
超
え
て
お
り
、

ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
評
価
と
な
っ

て
い
る
。

Q　
地
元
企
業
の
参
入
は
あ
る
の
か
。

A　
落
札
企
業
の
１
社
は
地
元
企
業
な

の
で
、
考
慮
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　
落
札
業
者
の
１
社
は
町
商
工
会
員

で
あ
る
が
、
契
約
要
件
は
満
た
し

て
い
る
の
か
。

A　
契
約
上
の
要
件
は
満
た
し
て
い
る
。

Q　
契
約
金
額
は
今
後
変
更
に
な
っ
た

り
し
な
い
か
。

A　
物
価
高
騰
も
見
込
ん
だ
金
額
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
想
定
し

て
い
な
い
。

休会中の事務調査 町内のスタートアップ企業について 1月24日

■京都フュージョニアリング株式会社
　京都大学の研究開発技術をベースにして2019年に設
立された会社で、昨年９月14日に久御山町内に研究開
発拠点「京都リサーチセンター」の開設をプレスリリ
ース。核融合反応を利用したフュージョンエネルギー
による環境負荷の少ない技術を確立し、商用化をめざ
している技術者集団。
■核融合反応とは？危険性は？
　原子力発電でおこなわれている核分裂反応とは基本
的な原理が違う。技術が確立すれば、海水から燃料を
取り出すことや、温室効果ガスを排出しない、高レベ
ル放射性廃棄物を生成しないなどの夢の技術といえる。
　「京都リサーチセンター」では加熱装置、熱取り出
し装置などの核融合炉周辺装置の開発やプラントエン
ジニアリングを手がけ、その中の熱サイクルシステム
の研究開発と発電試験プラント「ＵＮIＴＹ－１」を
建設する。久御山町内では核融合実験をおこなうこと
はなく（おこなうことはできない）、放射性物質が発
生することも、使われることもない。

■質疑応答
Q　町内事業所はいつから稼働するのか。
A　２月から開始しようと考えている。試験は、３月
か４月からおこなうことができ、それ以外のとこ
ろは、今年の夏から冬と考えている。

議
案
第
８
号　

町
長
等
の
給
与
の
額
の
特
例
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
27
号　

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

総務事業常任委員会は、京都フュージョニアリング株式会社の方をお招きし、事業内容を調査しました。

　
町
行
政
運
営
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ

せ
た
元
会
計
年
度
任
用
職
員
に
よ
る
私
的

流
用
事
案
の
発
生
を
重
く
受
け
止
め
、
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
料
月
額
を
10

分
の
1
、
1
カ
月
減
額
す
る
も
の
。 　

３
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
に
７
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

質
問
の
多
か
っ
た
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁

を
報
告
し
ま
す
。
（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総務事業
常任委員会

３月７日
REPORT

京都フュージョニアリング株式会社「京都リサーチセンター」
（下津屋富ノ城）

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金

くみやま 議会だより　No.174 （8）



Q　
収
入
の
あ
る
方
の
負
担
が
大
き
い
。

所
得
割
を
減
ら
し
て
均
等
割
を
増

や
す
な
ど
の
議
論
は
し
た
の
か
。

A　
所
得
割
は
、
負
担
す
る
能
力
に
応

じ
て
算
出
す
る
も
の
。
均
等
割
・

平
等
割
は
、
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
算
出
す
る
も
の
。
標
準
保
険

税
率
と
の
差
が
よ
り
大
き
い
所
得

割
を
少
し
で
も
標
準
保
険
税
率
に

近
づ
け
る
よ
う
改
正
し
た
。

Q　
令
和
７
年
度
に
な
っ
て
も
、
低
所

得
者
の
負
担
軽
減
は
継
続
さ
れ
る

の
か
。

A　
継
続
す
る
。

Q　
所
得
段
階
第
１
〜
３
の
保
険
料
が
、

引
き
下
げ
と
な
る
主
な
要
因
は
。

A　
低
所
得
者
の
軽
減
を
強
化
す
る
た

め
減
額
と
し
た
。

Q　
介
護
認
定
で
顕
著
に
増
え
て
い
る

状
態
区
分
は
。

A　
要
介
護
２
と
要
介
護
４
の
人
が
、

増
え
て
い
る
。
本
町
で
は
、
要
支

援
２
の
人
が
多
く
、
要
介
護
１
の

人
が
少
な
い
傾
向
。

休会中の事務調査 「旧山田家住宅」について（現地調査） 1月25日

■これまでの経過
　平成22年４月、国登録有形文化財建造物に登録され
た。その後、平成25年８月、当主・24代目の山田賀繼
氏より本町に寄附された。
■「旧山田家住宅」とは
　干拓された巨椋池の南西で東一口の集落の中ほどに
位置する。山田家は本山田と呼ばれ、江戸時代には御
牧郷の13カ村をまとめていた大庄屋で、巨椋池漁業権
を取りまとめる総帥の役割を果たしていた。
　住宅の敷地は、東西40ｍ・南北30ｍで、北側と東側
は道路に面している。木津川の堤防が切れても浸水し
ないように、切石が道路面より約1.4ｍ高く積まれ、
長屋門正面には階段を施している。
■住宅の建築は、18世紀後半？
◆考察①　〈主屋の座敷の襖絵〉
　　襖絵に画家・法眼探索守煕の落款が残されており、
活躍時期が18世紀後半であること。
◆考察②　〈幣束に、「安永２年」〉
　敷地内の蔵解体時、当時棟上げの際に収めていた幣

　束に「安永２年」（1773年）に工事をおこなった記
録が残っていた。
■今後の保存・活用計画は
　保存活用計画検討委員会を設置し、魅力の発信や保
存、活用の必要性についての啓発をおこなう。

議
案
第
11
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
15
号　

介
護
保
険
条
例
一
部
改
正

に
つ
い
て

民生教育常任委員会は、東一口地区内の「旧山田家住宅」について、現地に赴き調査しました。

　
医
療
費
の
増
加
や
被
保
険
者
数
の
減
少

な
ど
に
よ
り
現
行
税
率
の
据
え
置
き
が
困

難
と
な
っ
た
。
今
後
４
年
間
を
か
け
て
標

準
保
険
税
率
に
近
づ
け
る
よ
う
税
率
を
改

正
す
る
。

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
得
段
階
第
１
〜
３
の
介
護
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
。

へいそく

ほうげんたんさくもりひろ らっかん

　

３
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委

員
長
）
に
７
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

質
問
の
多
か
っ
た
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁

を
報
告
し
ま
す
。
（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

民生教育
常任委員会

３月８日
REPORT

旧山田家住宅（東一口）を調査

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■全員賛成の議案
三郷山財産区特別会計

下水道事業会計              下水道事業会計

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第５号）

三郷山財産区特別会計（第３号）

介護保険特別会計（第４号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

水道事業会計（第５号）

下水道事業会計（第４号）

町長等の給与の額の特例に関する条例制定

職員の育児休業等に関する条例一部改正

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例一部改正

福祉医療費の支給に関する条例一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正

水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例一部改正

消防団員等公務災害補償条例一部改正

城南衛生管理組合規約の一部変更

令和６年度
当初予算

令和５年度
補正予算

条例

その他

■賛否が分かれた議案
３月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会派に
属さない
議員

結
　
果

中
井
　
孝
紀

芦
田
　
祐
介

田
井
　
　
稔

大
宮
　
竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口
　
房
次

濱
口
　
隆
志

辻
　
　
　
徹

松
本
　
義
裕

島
　
　
宏
樹

岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子
×
×
×
×
×

×

×

×
×
×

×

×
×
×
×
×

×

×

×
×
×

×

〇
〇
〇
〇
〇

－

－

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

※
※
※
※
※

※

※

※
※
※

※

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

〇

可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決

可決

一般会計 
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 
介護保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
水道事業会計 

一般会計（第６号） 

全世代・全員活躍まちづくりセンター建築工事
請負契約の締結 

国民健康保険税条例一部改正 
介護保険条例一部改正 
水道事業給水条例一部改正 

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例等一部改正 

令和
6年度
当初予算

令和
5年度
補正予算

条例

契約

くみやま 議会だより　No.174（10）



※印の質問事項は紙面の都合上掲載されておりません。録画映像をご覧ください。
各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、代表質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

質問者 質問項目 ページ

①防災・減災
②まちづくり
③学力向上対策

P12戸川　和子 議員
公明党議員団

とがわ かずこ

①本町の行財政経営
②町長公約「歴史の創造くみやま夢実現計画」55の
　宣言

P13島　　宏樹 議員
くみやまみらい

しま ひろき

①人口減少問題と人口フレーム
②魅力あるまちづくり
③協働のまちづくり

P14樋口　房次 議員
＠くみやま

ひぐち ふさつぐ

①住民の健康保持
②水道事業
③新市街地「みなくるタウン」整備 ※
④南大内地区のホテル建設 ※
⑤消防の広域化 ※
⑥「土地利用規制法」における注視区域指定
⑦福祉 ※

P15巽　　悦子 議員
日本共産党議員団
たつみ えつこ

定例会３月会議では、町長の施政方針演説を受けて、４人の議員が会派を代表して代表質問を
おこないました。

４
会
派
が
町
政
方
針
を
問
う

代表質問

令和６年度　各分野の重点施策〔町長の施政方針より〕
①魅力と個性にあふれた強い産業の育成
②人と企業が定着したくなる基盤の整備
③安心して子どもを産み、育てられる環境づくり
④地域の力を結集した教育の推進
⑤人と人がふれあい、尊重し合う心の育成

⑥住みなれた場所でいきいき暮らせる地域づくり
⑦地域ぐるみの安全・安心のまちづくり
⑧地域力を生かした協働のまちづくり
⑨健全で安定した行財政運営の継続

くみやま 議会だより　No.174（11）



の
耐
震
化
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

町
の
補
助
金
を
上
限
25
万
円
か
ら
50
万

円
へ
拡
充
す
る
。
京
都
府
の
補
助
金
も

同
様
に
拡
充
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
度
か
ら
２
年
間
に
限
り
対
象
者
へ

の
補
助
は
１
５
０
万
円
が
上
限
と
な
る
。

　

ま
た
、
件
数
も
３
件
か
ら
５
件
に
増

や
し
、
総
額
７
５
０
万
円
と
し
た
。

　
本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
多
く
の
木
造
住
宅
が
倒

壊
し
、
大
規
模
な
火
災
も
起
こ
り
、
家

が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
、
ま
た
、
負
傷
さ
れ
た
方
が
多

く
お
ら
れ
た
。

　
建
物
の
耐
震
化
は
必
要
だ
と
強
く
感

じ
た
。

　
今
回
の
予
算
で
拡
充
事
業
と
し
て
、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
と
し
て
７
５

０
万
円
計
上
さ
れ
た
が
、
内
容
は
。

　

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
今
後
の

大
地
震
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
住
宅

　
全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
や
新
市
街
地
み
な
く

る
タ
ウ
ン
整
備
事
業
、
ま
ち
の
に
わ
構

想
の
中
央
公
園
拡
充
整
備
事
業
は
、
巨

額
の
費
用
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
、
急
激
な
円

安
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
未
曾
有
の
資

材
高
騰
に
建
築
業
界
も
翻
弄
さ
れ
て
い

る
。
　
物
価
高
騰
・
資
材
高
騰
・
人
手
不
足

な
ど
が
予
想
さ
れ
る
中
、
本
町
へ
の
影

響
は
。

　

今
後
、
実
施
計
画
中
の
各
種
事
業
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

そ
の
動
向
を
十
分
に
注
視
し
、
工
期
を

十
分
確
保
す
る
な
ど
適
切
に
判
断
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
３
つ
の
事
業
に
お
け
る
、
国
庫
補
助

金
な
ど
の
見
込
み
は
。

　　

各
事
業
と
も
国
、
京
都
府
と
十
分
に

協
議
調
整
し
、
事
業
に
要
す
る
補
助
金

や
交
付
金
が
充
当
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
。

　　
昨
年
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

大
変
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
小
・

中
学
校
の
学
力
の
現
状
は
。

　　

昨
年
４
月
に
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
に
お
こ
な
っ
た
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
の
結
果
、
全
国
の
正
答
率

と
比
較
し
て
小
学
校
で
は
、
国
語
は
全

国
を
や
や
下
回
っ
た
が
、
算
数
は
全
国

平
均
と
同
等
。
中
学
校
で
は
、
国
語
、

数
学
と
も
全
国
よ
り
下
回
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
学
力
が
伸
び
悩
む
状
況
。

　
短
期
集
中
講
座
、
ゆ
め
ス
タ
の
小
学

校
５
、
６
年
生
実
施
の
考
え
は
。

　

小
学
生
に
も
効
果
的
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
中
学
生
の
講
座
の
回
数

な
ど
と
と
も
に
、
検
討
す
る
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

７
５
０
万
円
の
内
容
は

Q
対
象
者
１
５
０
万
円
上
限
で

５
件
分

A

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
に

よ
る
事
業
へ
の
影
響
は

Q
動
向
を
注
視
し
、適
切
に

判
断
し
な
が
ら
取
り
組
む

A

小
・
中
学
校
の
学
力
の

現
状
は

Q
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て

学
力
が
伸
び
悩
む
状
況

A

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

教
育
長

教
育
長
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タ
ー
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
５
つ
の
重

点
政
策
と
と
も
に
、
「
豊
か
な
自
然
と

活
力
あ
る
産
業
が
共
生
す
る
環
境
都
市

く
み
や
ま
」
の
実
現
を
進
め
る
環
境
施

策
、
私
の
３
期
目
の
公
約
、
「
歴
史
の

創
造
『
く
・
み
・
や
・
ま　

夢
実
現
計

画
』
55
の
宣
言
」
と
、
第
５
次
総
合
計

画
の
実
現
に
向
け
、
大
き
な
１
年
で
あ

り
、
各
種
事
業
に
対
し
攻
め
の
姿
勢
で

臨
み
た
い
。

　
第
５
次
総
合
計
画
も
残
り
2
年
と
な

っ
た
。
目
標
の
達
成
状
況
は
。

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
基
本
計
画
に

掲
げ
て
い
る
主
要
な
も
の
は
、
お
お
む

ね
推
進
で
き
た
が
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン

の
整
備
や
中
央
公
園
の
再
整
備
、
内
水

排
除
対
策
な
ど
の
重
点
政
策
は
、
今
後
、

大
き
く
事
業
が
展
開
し
て
い
く
見
込
み

で
あ
る
。

　

各
々
に
あ
る
課
題
を
克
服
し
、
事
業

の
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
鋭
意
を
も

っ
て
取
り
組
む
。

 　
「
絆
の
響
鳴
予
算
」
と
し
て
、
極
め

て
積
極
的
な
当
初
予
算
を
打
ち
出
し
た

令
和
6
年
度
予
算
に
対
す
る
信
貴
町
長

の
思
い
は
。

　

「
響
鳴
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
心
と

心
が
響
き
合
い
増
幅
さ
れ
、
成
長
し
、

形
づ
く
ら
れ
て
い
く
」
姿
、
「
構
築
さ

れ
た
絆
と
絆
が
広
く
町
内
外
に
鳴
り
響

く
」
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
令
和
６
年
度

予
算
で
、
そ
の
よ
う
な
姿
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
。

　

こ
の
絆
の
響
鳴
を
推
進
す
る
た
め
、

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
現
在
進
ん
で
い
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
の
た
め

に
も
、
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
取
り

組
む
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
次
の
４
期
目
に
向
け
て
の
出
馬

に
対
す
る
信
貴
町
長
の
気
持
ち
は
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
援
を
い

た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
４
期
目
の
町

政
に
挑
戦
し
、
久
御
山
町
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、
身
命
を
賭
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
施
政
方
針
で
、
防
災
力
の
強
化
と
し

て
、
新
た
に
危
機
管
理
担
当
の
管
理
職

を
配
置
す
る
表
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
会
派
く
み
や
ま
み
ら
い
か

ら
要
望
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
大
変

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

　
新
た
に
危
機
管
理
担
当
の
管
理
職
を

配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
思

い
は
。

　

現
在
は
防
災
安
全
係
に
消
防
職
員
を

１
名
配
置
し
、
災
害
対
応
を
強
化
し
て

い
る
。
さ
ら
に
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、

本
年
４
月
か
ら
危
機
管
理
専
門
に
精
通

し
た
経
験
豊
富
な
人
材
を
危
機
管
理
の

担
当
課
長
と
し
て
配
置
し
、
関
係
部
署

と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
た
い
と
考
え

る
。

令
和
6
年
度
予
算
に

対
す
る
町
長
の
思
い
は

Q
各
種
事
業
に
対
し
攻
め
の

姿
勢
で
臨
ん
で
ゆ
く

A

危
機
管
理
担
当
管
理
職
を

配
置
す
る
思
い
は

Q
防
災
力
を
高
め
関
係
部
署

と
の
協
力
体
制
を
強
化

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長
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町
は
、
特
に
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
教
育
過
程
で
の
成
長
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
定
住
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
。
子
育
て
支
援
策
を
定
住

促
進
と
同
義
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
効
果
は
。

　　

本
町
独
自
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
転

入
者
増
加
や
出
生
数
増
加
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
目
指
し
、
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
住
街
区
計
画
は
、

事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
が
決
定
し
た

こ
と
で
、
具
体
的
な
集
約
人
口
の
目
途

が
つ
い
た
。
想
定
ど
お
り
の
人
口
増
と

な
る
の
か
。

町　

長

　

現
在
の
人
口
は
約
１
万
５
３
０
０
人
。

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
で
１
４
０
０
人
増

加
す
れ
ば
、
め
ざ
す
１
万
６
０
０
０
人

に
達
す
る
。
ゾ
ー
ン
全
体
に
お
い
て
、

集
合
住
宅
、
優
良
田
園
住
宅
、
戸
建
て

住
宅
で
、
１
４
０
０
人
の
人
口
増
と
な

る
よ
う
進
め
る
。

　
町
長
は
就
任
３
期
目
の
最
終
年
度
を

迎
え
た
。
在
職
中
の
魅
力
づ
く
り
に
お

け
る
創
意
工
夫
に
つ
い
て
聞
く
。

　

事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
と
と
も
に
公
約
の
達
成
と
厳

し
い
財
政
状
況
か
ら
の
財
源
の
確
保
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
と
変
化
に
対
応
し
て
き

た
。

　
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
翻
弄
さ
れ

た
約
４
年
間
だ
っ
た
。
も
う
１
期
続
け

て
こ
そ
首
長
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
の
で
は
。

　　

挑
戦
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

け
る
課
題
を
整
理
し
、
次
期
総
合
計
画

で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画
を
令
和
６
、

７
年
度
の
２
カ
年
を
か
け
て
策
定
し
て

い
き
た
い
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
、

自
治
会
加
入
率
が
50
％
を
割
っ
た
。
協

働
の
機
能
低
下
と
し
て
大
き
く
受
け
止

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
絆
の
再
構
築

の
具
体
案
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
活
動
が
制
約
さ
れ
、

希
薄
化
し
た
人
間
関
係
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
様
々
な
事
業
を
実

施
し
た
。
自
治
会
活
動
に
加
え
、
住
民

の
グ
ル
ー
プ
が
活
発
に
活
動
さ
れ
、
新

た
な
つ
な
が
り
を
感
じ
る
。

　

能
登
半
島
地
震
を
鑑
み
、
公
助
が
届

か
な
い
こ
と
が
あ
り
、
自
助
意
識
と
、

各
家
庭
で
の
対
策
、
地
域
で
の
共
助
意

識
と
と
も
に
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
て
い
る
。

み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
人
口
増

は
想
定
ど
お
り
か

Q
１
４
０
０
人
の
人
口
増
と
な
る

よ
う
進
め
る

A

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

町
長
の
創
意
工
夫
は

Q
公
約
の
達
成
と
財
源
確
保
、

変
化
へ
対
応
し
て
き
た

A

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
希
薄
化

の
中
、絆
の
再
構
築
は

Q
能
登
半
島
地
震
を
鑑
み
、

共
助
の
意
識
が
大
変
重
要

A

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

質
　
問
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問
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協
議
会
の
方
向
性
は
。

　

本
町
の
令
和
４
年
度
決
算
数
値
の
被

保
険
者
の
所
得
階
層
別
世
帯
数
の
う
ち
、

所
得
２
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
は
、
１

４
３
９
世
帯
。

　

保
険
料
の
府
下
で
の
統
一
に
つ
い
て

は
、
京
都
府
に
お
い
て
も
、
保
険
料
水

準
の
統
一
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速

化
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
地
下
水
の
汚
染
問
題
と
し
て
、
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
）
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

（
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
）
は
大
丈
夫
か
。

　

こ
れ
ま
で
金
属
メ
ッ
キ
処
理
や
泡
消

火
薬
剤
、
界
面
活
性
剤
な
ど
幅
広
い
用

途
に
使
用
さ
れ
て
き
た
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
一
つ
。
人
体
へ
の
影
響
は
、
コ

　
国
民
健
康
保
険
法
、
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
目
的
は
。

　

国
民
健
康
保
険
法
第
1
条
に
、
「
社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
」
と
規
定
。

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
１
条
に
は
、
「
国
民
保
健
の
向
上

及
び
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
の
国
保
加
入
者
の
状
況
、
保
険

料
の
統
一
に
向
け
た
京
都
府
国
保
運
営

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
・
発
が
ん

性
・
免
疫
系
と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
確
定
的
な
知
見
は
な
く
、
令

和
２
年
に
厚
生
労
働
省
は
、
水
質
管
理

上
留
意
す
べ
き
項
目
と
し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
値
で
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
／
ℓ
以
下
と
す
る
暫
定
目
標
値
が

設
定
さ
れ
た
。

　

本
町
で
は
、
原
水
で
２
カ
所
の
地
下

水
と
浄
水
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

水
質
検
査
を
実
施
し
、
い
ず
れ
も
暫
定

目
標
値
以
下
で
あ
っ
た
。
今
後
も
国
の

動
向
に
注
視
し
、
適
切
な
水
質
管
理
に

努
め
る
。

　
本
町
が
土
地
利
用
規
制
法
（
重
要
土

地
等
調
査
法
）
注
視
区
域
の
候
補
地
と

さ
れ
た
。
２
月
に
は
、
意
見
聴
取
結
果

整
理
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
に
関
係
地
方

公
共
団
体
に
意
見
聴
取
を
お
こ
な
う
と

の
こ
と
。
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
。

　

内
閣
府
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
本
町

に
も
あ
り
、
区
域
の
範
囲
に
つ
い
て
、

１
月
末
に
回
答
し
た
。

　

今
後
、
意
見
聴
取
の
結
果
や
関
係
行

政
機
関
と
の
協
議
、
土
地
等
利
用
状
況

審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
初
め
て
確
定

す
る
検
討
過
程
で
あ
り
、
回
答
に
つ
い

て
は
控
え
た
い
。

　

住
民
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
判
断
し
、
実
施
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ

て
本
町
と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

京
都
府
国
保
運
営
協
議
会

の
方
向
性
は

Q
保
険
料
水
準
統一に
向
け

加
速
化
さ
れ
る
と
聞
く

A

地
下
水
の
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
は
大
丈
夫
か

Q
原
水
で
２
カ
所
の
地
下
水
、

浄
水
で
検
査
し
て
い
る

A

内
閣
府
の
意
見
聴
取
に
、

ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か

Q
検
討
過
程
の
た
め
、回
答

に
つ
い
て
は
控
え
た
い

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

民
生
部
長

事
業
環
境
部
長

総
務
部
長

＝「注視区域」の候補地＝
　「重要土地調査法」に
基づき、活動拠点（大久保
駐屯地 ) 周囲１０００ｍの
区域として、久御山町の一
部地域が、「注視区域」の
候補地とされた。
　区域指定された場合は、
区域内の土地・建物で防
衛関係施設等の機能を阻
害する行為がおこなわれて
いないか、内閣府は調査で
きる。
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第8回土地等利用審議会参考資料「4回目の区域（注視・特別注視）指定の候補」より

たつみ えつこ

巽　　悦子
日本共産党議員団

動画はこちら



こ
こ
が

き
た
い

聞
一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

あしだ ①元職員によるスポーツ協会の金員私的流用
②公益社団法人久御山町シルバー人材センター P17一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

①災害時の福祉避難所への段ボールベッド
　配備
②災害時のトイレ用の水確保
③認知症初期集中支援事業

P18一問
一答塚本　五三藏 議員

つかもと いさお

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし ①久御山町環境基本計画（久御山町地球温暖化

　対策実行計画「区域施策編」含む）
②森林環境税

P19一問
一答

なかい ①地震対策
②水道料金の値上げ P20中井　孝紀 議員

たかのり

なかの ①インボイス制度（適格請求書保存方式）
②不登校への対応 P21中野　ますみ 議員

一問
一答

一問
一答

5議員が
登壇

一般
質問

くみやま 議会だより　No.174（16）



の
後
の
対
応
は
。

　　

領
収
書
に
収
入
印
紙
を
貼
付
す
る
必

要
が
な
い
旨
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
務
局
に
伝
え
、
事
務
処
理
の
再

確
認
を
指
示
し
た
。

　
管
理
体
制
が
甘
い
。
監
事
か
ら
の
指

摘
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

監
事
２
名
に
よ
る
監
査
は
あ
っ
た
が
、

本
件
に
つ
い
て
は
指
摘
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
町
の
財
政
援
助
団
体
で
あ
る
公
益
社

団
法
人
「
久
御
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
（
以
下
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
）
が
５
万
円
以
上
の
金
員
を

受
領
し
た
と
き
に
発
行
す
る
領
収
書
に

収
入
印
紙
を
貼
付
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
公
益
社
団
法
人
は
、
収
益
事
業
に
関

し
て
作
成
す
る
領
収
書
で
あ
っ
て
も

「
営
業
に
関
し
な
い
領
収
書
」
に
該
当

す
る
た
め
、
非
課
税
（
収
入
印
紙
の
貼

付
は
不
要
）
と
い
う
の
が
国
税
庁
の
見

解
で
あ
る
。

　
本
年
１
月
に
町
に
指
摘
し
た
が
、
そ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
全
戸
配

布
を
委
託
し
て
い
る
町
の
広
報
紙
「
広

報
く
み
や
ま
」
が
届
か
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。

　
配
布
漏
れ
を
な
く
す
抜
本
的
な
改
善

策
を
示
す
べ
き
で
は
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
状
況
の
把
握
、
会
員
へ

の
徹
底
し
た
指
導
を
依
頼
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
応
援
課
の
元

会
計
年
度
任
用
職
員
（
懲
戒
免
職
）
が

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
以
下
「
ス
ポ

協
」
）
の
金
員
を
私
的
に
流
用
し
て
い

た
問
題
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
告
訴
権
を
有
し
て
い
る
の
は
被
害
者

で
あ
る
ス
ポ
協
で
あ
る
。

　
ス
ポ
協
は
、
捜
査
機
関
に
告
訴
状
を

提
出
し
た
の
か
。
教
育
委
員
会
か
ら
告

訴
状
の
提
出
を
勧
告
す
る
べ
き
で
は
。

　

ス
ポ
協
か
ら
告
訴
状
は
提
出
さ
れ
て

い
な
い
。
告
訴
の
判
断
は
ス
ポ
協
が
す

る
も
の
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
が
勧
告

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
学
識
経
験
者
な
ど
第
三
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事
務

執
行
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
立
ち
上

が
っ
た
が
、
公
認
会
計
士
の
委
員
は
町

職
員
O
B
で
あ
る
。

　
利
害
関
係
者
に
該
当
し
な
い
か
。
忖

度
・
遠
慮
が
発
生
す
る
の
で
は
。

　

日
本
公
認
会
計
士
協
会
か
ら
推
薦
を

い
た
だ
い
た
方
な
の
で
利
害
関
係
者
で

は
な
い
。

町
広
報
紙
の
配
布
漏
れ

改
善
策
を
示
す
べ
き
で
は

Q
配
布
業
者
に
指
導
の

徹
底
を
依
頼
す
る

A

教
委
が
ス
ポ
協
に
告
訴
を

勧
告
す
る
べ
き
で
は

Q
告
訴
の
判
断
は
ス
ポ
協
が

す
る
べ
き
も
の
で
あ
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

民
生
部
長

総
務
部
長

ち
ょ
う
ふ

誤って収入印紙が貼付された領収書

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介

１月に開催された検討委員会の初会合
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初
動
対
応
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

デ
リ
ケ
ー
ト
な
家
族
関
係
の
中
の
根
深

い
と
こ
ろ
の
相
談
に
対
応
が
で
き
る
と

考
え
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
体

制
に
つ
い
て
は
、
介
護
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
職
員
を
養
成
す
る
た
め
に
、
民
間
事

業
所
を
退
職
さ
れ
た
適
材
な
人
材
を
活

用
す
る
な
ど
、
現
行
人
材
制
度
の
活
用

と
職
員
採
用
の
あ
り
方
も
検
討
し
な
が

ら
、
強
化
に
努
め
た
い
。

　

高
齢
化
の
背
景
を
含
め
、
し
っ
か
り

と
高
齢
者
福
祉
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
に
本
格

的
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
師
の
依
頼
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
重
要
だ
が
、
体
制
の
強

化
は
。　

　　

病
院
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
師
が
チ

ー
ム
員
と
な
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
メ
イ
ト
の
意
見
を
聞
き
、
当
事
者
と

家
族
か
ら
相
談
を
受
け
る
初
動
対
応
の

工
夫
を
図
る
。

　　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
高
齢
者
の
家
族

か
ら
の
相
談
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
対
応
が
難
し
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
の
医
療
職
・
介
護
職
の
専

門
家
チ
ー
ム
が
家
庭
を
訪
問
し
、
関
係

性
を
築
き
、
当
事
者
と
家
族
の
心
配
ご

と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　　
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
で
在
宅
介
護

の
高
齢
者
用
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備

蓄
は
。
ま
た
、
身
体
的
介
助
と
関
連
死

の
防
止
対
策
は
。　
　

　　

福
祉
避
難
所
の
備
蓄
品
は
、
施
設
と

防
災
部
局
及
び
福
祉
部
局
で
協
議
を
重

ね
、
必
要
が
あ
る
も
の
は
購
入
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
保
管
ス
ペ
ー
ス

な
ど
が
課
題
で
、
現
状
備
蓄
は
な
い
が
、

今
後
は
施
設
側
と
も
改
め
て
協
議
を
重

ね
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　　
災
害
時
に
ト
イ
レ
用
の
水
の
確
保
と

し
て
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
体
調
や

衛
生
環
境
の
悪
化
対
策
や
防
災
に
有
効

活
用
で
き
な
い
か
。

　　

災
害
時
の
長
期
間
の
断
水
は
、
衛
生

面
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
健
康
被
害
に
も

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

自
動
パ
ッ
ク
式
ト
イ
レ
の
購
入
や
車

載
型
移
動
式
の
「
ト
イ
レ
カ
ー
」
を
レ

ン
タ
ル
業
者
と
協
定
締
結
す
る
な
ど
、

様
々
な
方
法
で
対
応
を
図
る
。

　　

雨
水
タ
ン
ク
は
断
水
時
に
生
活
用
水

と
し
て
利
用
が
望
め
る
。

　

防
災
・
環
境
意
識
の
向
上
、
雨
水
貯

留
施
設
設
置
費
補
助
制
度
の
取
り
組
み

と
周
知
に
努
め
、
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
、

水
資
源
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

推
進
事
業
の
取
り
組
み
は

Q
し
っ
か
り
と
高
齢
者
福
祉

に
取
り
組
ん
で
い
く

A

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に

段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
備
蓄
は

Q
段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
の
備
蓄
は

前
向
き
に
検
討
す
る

A

災
害
時
の
ト
イ
レ
用
の
水

確
保
は
雨
水
タ
ン
ク
で

Q
水
資
源
の
有
効
活
用
と
制
度

周
知
に
努
め
促
進
す
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
部
長

町
　
長

動画はこちら

つかもと いさお

塚本五三藏

東京都の認知症パンフレット
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っ
て
は
、
大
き
な
決
断
と
な
る
と
こ
ろ

だ
が
、
本
町
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像

「
豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る
産
業
が
共

生
す
る
環
境
都
市
く
み
や
ま
」
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
久
御
山
町
環
境
の
日

で
あ
る
６
月
５
日
に
宣
言
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
合
わ

せ
て
、
デ
コ
活
（
※
）
宣
言
を
表
明
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
長
の
循
環
型
社
会
構
築
に

向
け
た
今
後
の
方
向
性
は
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

と
協
働
し
、
脱
炭
素
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
６
月
５
日
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
と
併
せ
て
、

デ
コ
活
宣
言
も
表
明
す
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
非

常
に
高
い
目
標
の
達
成
に
向
け
て
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
計
画
に
定
め

る
久
御
山
町
が
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
・
事

業
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
オ
ー
ル
久
御

山
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
令
和
５
年
に
「
久
御
山
町
環
境
基
本

計
画
（
久
御
山
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
「
区
域
施
策
編
」
を
含
む
）
」

を
策
定
さ
れ
、
施
政
方
針
の
中
で
、
６

月
５
日
の
久
御
山
町
環
境
の
日
に
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
す
る
と

い
う
意
向
を
示
さ
れ
た
。

　

今
回
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　

国
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
実
質
排
出
ゼ
ロ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
表
明
し
た
。

　

事
業
所
を
多
く
か
か
え
る
本
町
に
と

　
令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林

環
境
税
。
森
林
整
備
や
木
材
の
利
用
普

及
啓
発
の
た
め
に
使
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、

使
い
道
が
な
い
な
ど
、
問
題
点
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
徴
収
に
先
行
し
て
譲
与

さ
れ
て
い
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
こ
れ

ま
で
の
具
体
的
な
使
い
道
は
。

　

小
学
校
で
児
童
が
使
う
学
習
机
の
天

板
交
換
、
出
産
祝
い
品
の
離
乳
食
に
も

使
え
る
木
製
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
配
布
、

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
の
椅
子
更
新
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
と

療
育
教
室
の
木
製
の
遊
具
や
収
納
ケ
ー

ス
の
購
入
な
ど
で
、
残
り
は
森
林
環
境

保
全
基
金
に
積
み
立
て
た
。
令
和
４
年

度
末
現
在
、
基
金
残
高
は
５
１
７
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
森
林
環
境
保
全
基
金
残
高
５
１
７
万

円
の
使
い
道
と
今
後
の
木
材
利
用
の
方

向
性
は
。

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
備
品
な
ど

へ
活
用
す
る
。

　

ま
た
、
適
正
な
木
材
利
用
な
ど
に
よ

り
、
国
内
に
お
け
る
森
林
整
備
の
推
進

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

久
御
山
町
環
境
の
日
に
デ
コ

活
宣
言
を
表
明
し
て
は

Q
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

と
と
も
に
表
明
す
る

A

森
林
環
境
保
全
基
金
残
高

５
１
７
万
円
の
使
い
道
は

Q
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

備
品
等
へ
活
用
す
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

（
※
）
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

を
引
き
継
ぎ
、
脱
炭
素
な
暮
ら
し
の
実
現

を
目
指
す
、
環
境
省
が
定
め
た
新
し
い
国

民
運
動
の
愛
称
。

事
業
環
境
部
長

町
　
長

事
業
環
境
部
長

事
業
環
境
部
長

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志

出産祝いの木製スプーン

くみやま 議会だより　No.174（19）



　

ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
耐
震
化
の
方
法
も
幅
広
に
提
案
し

家
主
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
り
耐
震
改
修

に
つ
な
げ
た
い
。

　
火
災
が
発
生
し
た
原
因
の
一
つ
に
ブ

レ
ー
カ
ー
が
下
り
な
い
こ
と
が
あ
り
、

地
震
に
対
応
し
た
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
。

　

震
災
に
伴
う
火
災
に
お
い
て
は
電
気

火
災
が
主
な
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
、

今
後
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
の
設
置
を

進
め
る
よ
う
、
周
知
徹
底
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
死
者
の
多
く

が
建
物
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
あ
る
。　

　
本
町
に
は
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

が
1
6
6
6
棟
あ
り
、
住
宅
耐
震
を
進

め
る
こ
と
が
命
を
守
る
最
優
先
の
対
策

に
な
る
。

　
従
来
か
ら
の
耐
震
補
助
金
の
利
用
は

昨
年
も
一
昨
年
も
利
用
者
が
0
人
の
た

め
、
戸
別
訪
問
で
実
態
を
把
握
し
耐
震

化
を
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
一
軒
一
軒
行

政
に
よ
る
戸
別
訪
問
は
難
し
い
。

　
水
道
料
金
の
中
に
は
基
本
料
金
と
従

量
料
金
が
あ
り
、
家
族
の
多
い
人
が
沢

山
使
う
と
単
価
が
上
が
る
体
系
に
な
っ

て
い
る
。　
　

　
一
人
住
ま
い
の
人
が
20
㎥
ま
で
の
量

な
ら
単
価
40
円
だ
が
、
4
人
家
族
ぐ
ら

い
に
な
れ
ば
い
き
な
り
単
価
が
1
4
5

円
と
な
る
。

　
よ
く
「
私
た
ち
の
家
は
家
族
が
多
い

の
で
水
道
料
金
が
高
い
」
と
言
わ
れ
る

が
、
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
普
通
に
、
使
っ
た
量
×
同
じ
単

価
が
平
等
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
増
え
れ

ば
上
が
る
の
か
。

　

単
価
を
一
律
に
す
れ
ば
少
量
の
利
用

者
の
負
担
が
上
が
る
形
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
少
量
の
使
用
者
に
配
慮
す
る

料
金
体
系
に
な
っ
て
い
る
。　
　

　

今
後
の
料
金
改
定
に
当
た
っ
て
は
、

言
わ
れ
て
い
る
部
分
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
平
成
28
年
と
29
年
の
時
に
は
料
金
改

定
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
た
。

　
水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
は

住
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
そ
の

当
時
実
施
し
た
が
、
原
則
と
し
て
受
益

者
負
担
の
原
則
か
ら
国
が
示
し
て
い
る

基
準
内
の
範
囲
で
お
こ
な
い
た
い
。

　

水
道
管
に
関
し
て
は
一
般
会
計
で
全

て
賄
え
る
確
約
も
な
く
、
平
準
化
に
よ

り
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。

戸
別
訪
問
で
耐
震
化
を

進
め
る
べ
き

Q
丁
寧
に
説
明
し
、耐
震

改
修
に
つ
な
げ
た
い

A

一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
で

耐
震
化
を
進
め
る
べ
き

Q
一
般
会
計
で
賄
え
る
確
約

も
な
く
平
準
化
が
重
要

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

上
下
水
道
課
長

町
　
長

総
務
課
長

消
防
署
長

動画はこちら

なかい たかのり

中井　孝紀

能登半島地震での救助活動

水道管の耐震化工事
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廃
業
の
増
加
が
早
く
も
予
測
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
当
然
と
し
て
と
ら
え
る
の

か
。

　

仕
入
れ
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
８
割

特
例
が
３
年
間
、
そ
の
後
５
割
特
例
が

３
年
間
あ
り
、
そ
の
６
年
間
に
事
業
の

基
盤
を
整
え
て
お
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
に

対
応
で
き
る
経
営
を
し
て
い
た
だ
く
。

　
担
税
能
力
を
超
え
た
税
負
担
と
実
務

の
増
加
、
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る

シ
ス
テ
ム
導
入
の
補
助
は
。

　

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
国
な

ど
の
補
助
金
で
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
が
あ
る
。

対
応
で
か
か
る
費
用
に
対
し
て
上
乗
せ

が
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
制
度
も
活
用
し

て
継
続
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
町
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
か

ら
何
件
が
課
税
事
業
者
に
な
っ
た
か
。

　

令
和
５
年
12
月
末
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録

事
業
者
は
４
１
０
件
、
免
税
事
業
者
か

ら
課
税
事
業
者
に
な
ら
れ
た
の
は
１
３

０
件
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
て
５

カ
月
に
な
る
が
「
確
定
申
告
に
お
け
る

２
割
特
例
」
や
「
仕
入
れ
税
額
控
除
」

は
、
時
限
的
な
も
の
で
、
年
度
の
経
過

と
比
例
し
て
業
者
の
納
税
負
担
が
増
し

　
本
町
で
も
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
令

和
４
年
度
に
46
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
不
登
校
問
題
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

　

不
登
校
の
原
因
は
、
本
人
・
家
庭
・

環
境
の
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
重
な
り

表
出
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
、
不
登
校
児
童
生
徒
未
然
防

止
プ
ラ
ン
と
し
て
、
２
つ
の
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
１
つ
目
は
臨
床

心
理
士
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
積

極
的
な
活
用
。
２
つ
目
は
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
の
導
入
。
学
校
教
育
の
観
点

だ
け
で
な
く
福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、

生
涯
学
習
応
援
課
と
も
連
携
を
強
化
し

包
括
的
に
進
め
て
い
く
。

　
文
部
科
学
省
で
は
不
登
校
対
策
で
通

常
の
学
校
よ
り
柔
軟
な
学
び
が
可
能
な

学
び
の
多
様
化
学
校
（
い
わ
ゆ
る
不
登

校
特
例
校
）
を
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
本
町
も
設
立
し
て
は
。

　

文
部
科
学
省
の
教
育
課
程
特
例
校
と

い
う
形
で
、
か
な
り
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
で
も
ゆ
う
ホ

ー
ル
の
ゆ
う
ゆ
う
広
場
で
対
応
し
て
い

る
。

　

中
学
校
の
ほ
っ
と
ル
ー
ム
で
は
、
例

え
ば
体
育
の
授
業
は
皆
と
受
け
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
自
由
に
選
択
で
き
る
。
柔
軟

に
で
き
る
範
囲
で
対
応
し
て
い
る
。

制
度
開
始
か
ら
何
件
が
課
税

事
業
者
に
な
っ
た
か

Q
免
税
事
業
者
か
ら
課
税

事
業
者
に
１
３
０
件

A

教
育
委
員
会
で
は
不
登
校

問
題
を
ど
う
見
て
い
る
か

Q
未
然
防
止
プ
ラ
ン
と
し
て

２
つ
の
取
り
組
み
が
あ
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
長

事
業
環
境
部
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

教
育
次
長

学
校
教
育
課
長

なかの

中野ますみ
動画はこちら

ゆうホールのゆうゆう広場
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地域懇談会で出された質問に
町から回答がありました

　昨年11月13、18日に開
催しました地域懇談会「ほん
わかせっしょん」で出された
質問に対し、町から回答があ
りましたのでお知らせします。

　防災行政無線が聞こえない。
　音声放送は、家の機密性やスピーカーからの
距離、周辺の建物の状況、風雨などの影響で
音声が届きにくい状況も発生する。
　発信する情報は、登録することにより携帯電
話などでメール受信ができる。
　メール受信が難しい場合は電話やFAXによ
る受信が可能となる。
＊登録は久御山町役場総務課で。

　災害時、自宅の方が安心か。避難する時は、
自動車で移動するべきか。
　屋外に出ることよりも自宅に居ることが安全な
場合は、自宅に止まり、２階以上へ移ることなども
避難となる。
　自分が危険だと感じたら、避難指示などの発
令や避難場所の開設を待たずに周囲の安全な
場所に避難してほしい。移動手段は、基本的に
は徒歩になる。

　聴覚障害者にはタブレット端末の支給など
で受信システムの構築を（補聴器は電池式
のため）。
　町からの情報は、ホームページやＬＩＮＥでも
入手が可能。

　京都府防災・防犯情報メール
やＮＨＫデータ放送などでも情報
が入手できるので活用を。

　集中豪雨時は、木津川と宇治川とでは流速
が違うため、両河川の氾濫・決壊などを想定し
た高台への避難訓練が必要では。
　地域の実情に応じた訓練となるよう防災組織
と、協定締結の企業などとの連携も含め、検討し
ていく。

　地震の時、一人住まいの人の避難対策は
できているのか。
　避難行動要支援者名簿を作成し、避難時に
不安だと思われる方への事前登録を勧めてい
る。

　大橋辺からは投票所まで1.5㎞。公民館で
投票できないのか。
　距離が遠い方もおられることは認識している
が、現段階では、投票所の数を増やすことは想
定していない。今後の検討事項と考えている。

　府道宇治淀線の大橋辺では大型トラック
やトレーラーが通ると振動がきついが。
　令和５年度は水道工事がおこなわれており、
現在、府道宇治淀線についても一部工事が実
施され、舗装は仮復旧の状態のため、舗装の段
差が振動の原因と考えられる。

ゆうホールでの様子

Ｑ

Ｑ

Ａ
Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ
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ほ せんわか っしょん議会主催の
地域懇談会

主催：久御山町議会・問い合わせ：議会事務局 （075－631－9996・0774－45－0105）

保育ルーム、手話通訳、要約筆記をご希望の方は５月２日までにご連絡ください
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総
務
事
業
常
任
委
員
会
は
、
令
和
６

年
２
月
７
日
、
８
日
の
日
程
で
、
埼
玉

県
嵐
山
町
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
の
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
を
お
こ
な
っ

た
。

　

久
御
山
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
嵐
山
町
で
は
、
「
防
災

に
つ
い
て
」
、
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
、
町
内
に
お
け
る
在
住
外

国
人
数
が
増
加
し
、
日
常
生
活
に
お
い

て
も
関
わ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
外
国

人
と
の
「
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
現
地
に
赴
き
先
進
事
例
を

学
ん
だ
。

　

嵐
山
町
は
、
久
御
山
町
と
の
自
治
体

間
に
お
い
て
、
令
和
元
年
11
月
４
日
に

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
、

人
口
約
１
万
７
５
０
０
人
、
面
積
約
30

㎢
の
町
で
あ
る
。

◆
災
害
時
相
互
応
援
協
定

　

災
害
時
相
互
応
援
協
定
と
は
、
ど
ち

ら
か
の
自
治
体
が
被
災
し
た
時
に
応
急

対
策
及
び
復
旧
対
策
に
係
る
相
互
応
援

を
お
こ
な
う
協
定
で
あ
る
。

　

大
規
模
な
地
震
や
水
害
が
発
生
し
た

場
合
、
近
隣
市
町
も
同
様
に
被
災
す
る

た
め
力
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

遠
方
の
自
治
体
と
協
定
を
結
ぶ
意
義

は
こ
こ
に
あ
る
。

◆
防
災
行
政
無
線

　

嵐
山
町
で
は
平
成
４
年
度
に
55
カ
所

に
設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
58
カ
所
と
な

っ
て
い
る
。

　

聞
こ
え
に
く
さ
の
対
処
法
と
し
て
は

無
料
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に
実
施
さ

れ
た
計
画
停
電
の
情
報
を
防
災
無
線
で

流
し
た
際
に
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
住
民
か
ら
の
「
聞
こ
え
な
い
」

と
い
う
苦
情
電
話
の
数
に
圧
倒
さ
れ
、

す
ぐ
に
予
算
70
万
円
で
４
回
線
で
始
め

ら
れ
た
。

　

火
災
が
あ
っ
た
時
に
も
活
用
さ
れ
て

お
り
、
夜
中
で
も
発
報
さ
れ
る
。
最
近

で
は
メ
ー

ル
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
も
情
報

を
確
認
で

き
る
シ
ス

テ
ム
も
取

り
入
れ
て

い
る
。

　

ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
１

９
９
７
年
に
準
備
会
を
発
足
し
、
２
０

０
０
年
の
１
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

組
織
さ
れ
た
。
現
在
、
ふ
じ
み
野
市
、

富
士
見
市
、
三
芳
町
の
在
住
外
国
人
の

生
活
相
談
窓
口
業
務
の
委
託
を
受
け
て

い
る
。

◆
外
国
人
の
「
駆
け
込
み
寺
」

　

現
在
埼
玉
県
下
に
は
約
22
万
人
の
外

国
人
が
暮
ら
す
。
ふ
じ
み
野
市
に
は
3

1
3
2
人
、
富
士
見
市
に
3
1
1
2
人
、

三
芳
町
は
9
8
４
人
、
人
口
比
率
は
平

均
３
％
程
度
。
特
定
技
能
を
身
に
つ
け

た
方
が
家
族
と
と
も
に
生
活
を
さ
れ
、

増
え
て
い
る
。
久
御
山
町
に
お
い
て
は
、

千
人
以
上
で
、
約
６
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

生
活
相
談
窓
口
は
、
毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
開
設
。
１
年
間
で
4
8

5
件
、
１
日
２
件
以
上
の
来
訪
が
あ
る
。

　

相
談
は
、
コ
ロ
ナ
特
例
給
付
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
ほ
か
、
会
社
の
就
労
待
遇
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
病
院
の
手
続
き
、
子
ど

も
の
教
育
、
離
婚
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
と
多
種

多
様
、
外
国
人
の
「
駆
け
込
み
寺
」
と

な
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
や

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
体
制
の
日
本
語
教
室
も

週
２
回
開
か
れ
て
い
る
。

嵐
山
町（
埼
玉
県
）　
２
月
７
日

ら
ん
ざ
ん
ま
ち

ふ
じ
み
の
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー

（
埼
玉
県
）
２
月
８
日

○
首
都
直
下
型
地
震
で
は
、

　
震
度
５
弱
が
想
定
さ
れ
て
い
る

○
ス
タ
ッ
フ
が
献
身
的
に

　
　
　
　
　
　
運
営
し
て
い
る

視
察
報
告
総
務
事
業

常
任
委
員
会

２月７日・8日
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編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

中井　孝紀
巽　　悦子
岩田　芳一
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
松本　義裕

広報広聴委員会
　

茶
摘
み
の
時
期
と
な
り
、
山
で
は

新
緑
の
景
色
が
素
晴
ら
し
い
季
節
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
に
は
園
児
、
児
童
、

生
徒
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人

た
ち
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
、
に
ぎ

や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
の
方
で
は
新
体
制
２

年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
、
議
員
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
住
民
の
皆
さ
ま

の
た
め
に
働
く
べ
く
、
自
己
研
さ
ん

を
積
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
度
も
皆
さ
ま
に
議
会
の
活
動

や
内
容
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

辻　
　
　

徹

〇久御山中央公園の今後について…グラウンドの整
備はどうなるのですか（調整池）。

〇元会計年度任用職員による私的流用。スポーツ協
会の会計の件。

〇『議会だより』を読んだ際、「これは調査中なの
か」「検討されるのか」と思い、その後はどうな
ったのかは、いつわかるのか、質問された議員さ
んは検討後の結果をお聞きになることがあるのだ
ろうかと、毎回、疑問に思っている。

〇子育て支援「はぐくみ定期便」に関して、昨年ま
で利用させていただき大変助かった。同様に友人
も多数喜んでおられたので、もっと幅広く続けて
ほしいと思う。逆に、このことを知らないという
人もいたので、もっと宣伝してほしい。

〇のってこタクシーの利用は、高齢者だけですか？
〇視察報告の内容がわかりにくく、説明不足で
ある。

〇視察に来られた方の情報も、もっと欲しい。
〇グラウンドが一時的に使用できなくなるのは、町
民にとって残念ですが、前向きな検討なので安心
した。

〇一般質問では、各議員が、「ここが聞きたい」と
いうことを聞いていただいていることに感謝
する。

　ただ、こども園、小・中学校の内容を質問される
際は、教育現場における現状・現況をしっかり把
握したうえで、質問をお願いしたい。

〇総務事業、民生教育常任委員会の内容について、
それぞれ何人で編成されているのか？違いは？

〇地域懇談会、防災に関する意見ばかりで、子育
て(少子化）についての意見は出なかったのか？
と思いました。

〇「ケアプランデータ連携システム」とは、どう
いう意味か。

〇文字が多い。図や用語集がほしい。
〇16頁の高台の建設に興味を持ちました。良い例
になりましたら、順次、横展開していただけた
らと思いました。

〇議会用語もあるとは思います。『議会だより』
では、ある程度わかりやすく記載いただいてい
ると思います。

＊ご協力をいただきありがとうございました。
今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 
今後ともよろしくお願いいたします。

議会モニター「アンケート」
前号（NO.173）の議会モニター
さまからのアンケートの回答（一
部）を紹介します。

紙面全体で用語などわかり
にくい点は？

その後どうなったの？と
思っていることは？

不明なこと・議会への
疑問・意見など

くみやま 議会だより　No.174（25）



高
齢
化
社
会
を
な
ん
と
か
し
た
い

　

約
９
年
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
認

知
症
予
防
ゲ
ー
ム
の
講
習
会
が
あ
り
、

「
こ
れ
で
終
わ
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
」
と
、
14
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ

ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
「
み
ん
な
の
た

め
で
も
あ
り
、
自
分
の
た
め
で
も
あ

る
」
と
い
う
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
と
は

　

参
加
者
全
員
が
輪
に
な
り
、
自
己
紹

介
、
他
己
紹
介
、
指
遊
び
、
手
遊
び
、

雑
談
後
の
記
憶
力
確
認
、
そ
し
て
腹
話

術
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
笑
い
が

絶
え
な
い
場
所
で
す
。

　

取
材
当
日
は
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
メ
ン

バ
ー
９
名
と
参
加
者
が
20
名
以
上
、
計

30
名
以
上
の
方
々
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
研
究
熱
心
！

　

会
長
の
滝
沢
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
が

研
究
熱
心
で
あ
る
こ
と
、
仲
が
非
常
に

良
い
こ
と
が
自
慢
」
と
胸
を
張
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
本

を
読
ん
で
研
究

し
、
勉
強
会
も

定
期
的
に
お
こ

な
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

笑
顔
が
一
番
！

　

「
間
違
っ
た
ら
あ
か
ん
ゲ
ー
ム
で
は

な
く
、
頭
と
体
を
使
う
こ
と
が
目
的
で
、

笑
顔
で
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
重
要
」
と
メ
ン
バ
ー
の
方

が
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

持
ち
帰
っ
て

家
で
も
や
っ
て

み
る
、
そ
う
い

う
日
頃
の
活
動

も
大
切
と
の
こ

と
で
し
た
。

今
後
は
活
動
を
広
げ
た
い

　

今
後
は
も
っ
と
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
、

活
動
を
広
げ
、
各
自
治
会
な
ど
の
要
請

が
あ
れ
ば
応
え
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
自
分
は
関
係
な
い
と
思

わ
ず
、
認
知
症
に
な
る
前
に
少
し
で
も

早
く
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、

現
在
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
！

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

認知症予防ゲーム
ハートフルのメンバー

　

今
回
の「
こ
の
ま
ち
こ
の
ひ
と
」で
は
、

久
御
山
町
の
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ハ
ー
ト
フ
ル
の
取

材
を
し
ま
し
た
。 あ

か
る
く
！
頭
を
使
っ
て
！

　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
め
な
い
！

No.42

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
髙
橋
寛
滋
さ
ん
で
す
。

た
か
は
し

か
ん
じ

髙橋 寛滋さん
（東角小学校４年生）

　

表
題
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
自
然
豊

か
な
久
御
山
町
の
青
い
空
、
草
や

木
、
鳥
や
虫
の
イ
メ
ー
ジ
が
す
ぐ

に
頭
に
浮
か
び
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。

　

寛
滋
さ
ん
は
、
算
数
と
体
育
が

大
好
き
で
、
計
算
問
題
や
持
久
走
、

走
り
幅
跳
び
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
大
谷
選

手
の
グ
ロ
ー
ブ
で
、
友
達
と
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
て
大
変
う
れ

し
か
っ
た
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

休
日
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
通
い
水
泳
の
選
手
に
な
り
た
い

と
の
こ
と
。
将
来
は
、
「
お
父
さ

ん
み
た
い
な
大
工
さ
ん
に
な
っ
て

家
を
直
し
た
い
」
と
元
気
よ
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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